
安全に関する技術開発05
S A F E T Y  R E P O R T  2 0 2 5

■ 小牧研究施設による技術開発の推進
　鉄道事業は、様々な技術を持つ社員が協力して着実に業務を執行するとともに、車両、土木構造物、軌道、電
力、信号通信等の様々な設備が有機的に機能することで成り立っています。鉄道事業にとって、より一層の安全
確保や将来の経営基盤強化のためには、そのベースとなる技術力を不断に高めることが重要です。当社では、愛
知県小牧市の自社研究施設により、将来を支える技
術開発の推進、技術力の向上と人材の育成を図って
います。これまで、新型車両の技術開発、脱線・逸
脱防止対策の工法確立、踏切への高機能型障害物検
知装置の導入等、安全に関わる様々な成果が実用化
されています。引き続き、安全・安定輸送の確保を
最優先に、社会の変化や技術の進歩を見据えた次代
の鉄道を創造するべく、ICT等の先進技術を積極的に
活用しながら、着実に技術開発を推進します。

■ 新型車両の技術開発
　これまで新たに投入した東海道新幹線車両には、車
両走行試験装置等の大型試験装置を使った試験や試験
専用車両による走行試験等、多くの検証試験を実施し
た上で確立した技術開発成果が適用されています。
　2020年７月から新たに投入しているN700Sに
は、車両に搭載している機器の状態監視機能の強化、
地震ブレーキ距離の更なる短縮、自然災害等による長
時間停電時においても自力走行が可能となるバッテリ
搭載等、様々な安全に関する技術開発成果を、N700S
確認試験車による走行試験を経て適用しました。

■ 豪雨に対する線路設備の安全性向上の取組み
　東海道新幹線は全線の約半数を盛土・切取構造が占
め、これまでも盛土表面の遮水や浸食の防止を目的と
したのり面工や盛土内水分の排水促進を目的とした水
抜きパイプ等の降雨対策を実施し、線路設備の安全性
を継続的に高めてきました。
　昨今、雨の降り方が激しくなっていることを踏まえ、
2022年度から小牧研究施設での実物大試験盛土を用
いた豪雨再現試験を行うことで、これまでの降雨対策
が豪雨に対しても有効であることを検証しました。さ
らに2024年度から、営業線盛土の一部区間において、
降雨時の土中の水の分布を詳細に把握するモニタリン

【小牧研究施設】

【N700S確認試験車】

【小牧研究施設の試験盛土】

安全に関する技術開発37



安全に関する技術開発05
S A F E T Y  R E P O R T  2 0 2 5

グを行い、その結果を用いた詳細なシミュレーションに
より盛土の性能評価を行っています。
　引き続きこの取組みを進め、今後、成果を取りまとめ
対策を実現することにより、さらに安全性を向上させ、
豪雨時における最適な運転規制に繋げていきます。

■ 地震対策技術の開発
　地震対策として、これまで高架橋柱・盛土等の土木構造物の耐震補強、早期地震警報システムの導入等に取り
組んできました。
　2004年10月に発生した新潟県中越地震において上越新幹線が脱線した事実を受けて、東海道新幹線の脱線・
逸脱防止対策として、「脱線防止ガード」「逸脱防止ストッパ」「土木構造物対策」の工法を開発し、2009年か
ら施工を進めています。更に、地震検知の早期化対策として、気象庁の地震計データを相互利活用する協定を締
結し、公益財団法人鉄道総合技術研究所を含めた産学官連携により、更なる地震の早期検知へ向けた技術開発を
進めていきます。
　また、地震が発生した際に東海道新幹線を速やかに停
止させるため、継続的な技術開発によりブレーキ性能を
高め、ブレーキ距離を短縮してきました。2022年4月
からは、新たに稼働した「ブレーキ総合試験装置」を用
いることで、天候に左右されず、寒冷な雨や雪の降る環
境での試験が可能となりました。滑走を抑えた最適なブ
レーキの制御手法を追求することにより、一層速やかな
減速に向け、技術開発を推進していきます。

■ �新幹線・在来線車両の異常早期発見に向けた技術開発
　新幹線車両の異常早期発見に向け、通過する列車の台
車の温度をモニタリングする台車温度検知装置を全線で
５箇所設置しています。各地点間の台車の温度推移を監
視することで、より早期に台車の異常を検出するシステ
ムを導入しています。また、車両を支えるための台車の
空気ばねの圧力を自動的に分析し、異常を早期に発見す
る技術を開発し、全編成へ導入しています。
　在来線では、新幹線車両に搭載している「台車振動検
知システム」をベースとし、台車のみでなく、動力伝達
装置の異常の予兆も検知できる「振動検知システム」を
開発しました。キハ25形2次車全車に搭載しているほ
か、315系やHC85系にも搭載しています。

【ブレーキ総合試験装置】

軌条輪 (直径3.2m）
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【営業線盛土の一部区間におけるモニタリング】

土壌水分計を用いて
盛土内の水分浸透状況を把握

盛土の断面図

【新幹線台車温度検知装置】
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